
ト

ト
Z
ヅ
カ
シ
ョ
ウ

富
墓
庄

江
沼
郡
に
在
っ
た
。

官
家
長
者
杷
'XM旧
二
年
八
且
サ
三
日
大
接
関
前
長
門

守
の
文
書
に
、
『
加
賀
凶
富
裏
庄
盟
関
山
正
。
件
庄
者
自

古
無
主
従
雌
之
地
也
。
然
依
有
仁
者
柴
山
之
悶
絵
、

九
月
前
侯
前
回
蜜
致
監
凶
の
事
に
任
じ
、
好
砲
及
び

地

m
E信
の
財
政
策
を
採
用
し
て
之
を
厚
遇
し
た
の

で
あ
っ
た
が
、
六
年
貫
教
の
卒
後
、
好
纏
の
躍
包
宜

し
〈
な
か
っ
た
と
の
理
闘
に
よ
り
、
八
且
廿
七
日
大

坂
に
於
い
て
抑
へ
ら
れ
、
九
且
十
日
金
探
の
獄
に
投

じ
、
七
年
四
月
廿
七
日
五
ケ
山
流
刑
を
命
ぜ
ら
れ
、

十
二
月
そ
の
地
に
赴
い
た
が
、
そ
の
時
好
躍
は
四
十

一
訟
で
あ
っ
た
0

・
文
教
四
年
政
に
値
う
て
溜
り
、
六

年
四
月
七
日
七
十
七
践
を
以
て
夜
。
好
顧
芋
は
荷
禁
・

蹴
は
春
郭
。
能
〈
尽
に
沼
じ
、
持
に
巧
に
、
そ
の
配

所
に
あ
り
て
論
町
削
除
柿
四
巻
・政
則
十
容
を
若
し
た
。

』
キ
ヤ
ト
ウ
エ
モ

y

木
屋
藤
右
衛
門
。

ト
ミ
生
リ
ュ
ウ

富
田
流
け
M

』
ト
ミ
タ
カ
ゲ

マ
サ
沼
田
祭
政
。

ト
芝
生
ロ
ク
Z

モ
ン

富
田
六
右
衛
門
初
め
て

前
田
利
家
に
仕

へ
た
。

子
孫
務
に
悦
製
す
る。

ト

z
.7
戸
水
石
川
郡
大
野
庄
に
図
す
る
部
世
間
。

組
隠
杷
に
、
こ
の
村
領
に
江
尻
術
部
と
い
ふ
郷
士
の

屋
敷
跡
が
あ
る
と
記
す
る
。

ト
ミ
ヅ
カ

富

塚

江

沼
郡
能
楽
境
に
回
す
る
邸

W

問
。
古
墳
が
あ
る
の
で
也
名
と
な
っ
た
。

ι
r
z
ヅ
カ

富

塚

江

沼
郡
包
爆
に
在
る
古
柄
引
で

あ
る
。
笈
恕
紀
問
に
、『
此
の
村
に
大
原
有
り
。
土
民

石闘
酬
を
刻
出
す
都
あ
り
。
中
に
鍛
或
は
太
刀
の
折
、

差
渡
三
歩
許
の
金
罰
、
瑠
璃
の
緒
ノ
の
如
き
玉
数
多

あ
り
。
官
府
に
相
建
、
退
て
叉
単
位
く
。
今
そ
の
既

に
印
の
石
有
。
』
と
あ
b
、
里
人
は
之
を
宮
森
長
者
の

探
と
骨
闘
う
て
居
る
。
入
米
に

一
二
米
許
の
丸
底
で
あ

る。

』
『
』
『
句

申
請
宣
回
目
令
施
入
跡
領
、
永
民
法
務
八
諮
領
一古々
。
』

と
あ
っ
て
、
町
器
庄
は
ま
た
柴
山
庄
と
も
脱
し
た
と

見
え
、
本
文
は
そ
れ
を
北
野
天
説
宮
に
お
逃
し
た
の

で
あ
る
。
叉
永
平
=
一
年
十
且
の
室
町
家
内
部
案
に
も
、

『
松
梅
焼
却
能
知
行
分
加
賀
跨
怒
・前
回
繭
煎
云
々
』

と
あ
り
、
路
涼
軒
目
録
長
線
二
年
に
は
、
柴
山
疏
衛

門
新
都
準
加
賀
同
首
相
酷
使
百
削
附
が
室
内
何
軒
領
と
な
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

ト
Z
ヅ
キ

富
突
究
延
三
年
四
月
MM

仙
碇
背
地
指

四
郎
普
賢
が
年
中
市
奥
村
修
古
に
提
出
し
た

吋
以
前
自

に
、
近
時
能
習
の
幕
府
領
及
び
W
M
山
-W
に
詑
裂
の
統

行
を
来
し
、
加
賀
一
括
の
廊
民
も
之
を
買
入
れ
る
者
あ

h
、
寺
祉
に
於
い
て
も
亦
そ
の
政
口
を
閥
抗
雌
す
る
も

の
が
あ
る
か
ら
、
自
今
凡
べ
て
之
を
祭
止
し
た
い
と

嘗
，
ヲ
て
回
る
。
之
に
悶
っ
て
略
出
突
の
加
賀
滞
に
起

ら
ん
と
す
る
時
期
を
袈
し
得
る
。
次
い
で
貸
出
間
十
年

に
は
、
江
沼
郡
山
中
関
王
寺
が
大
型
寺
務
の
先
許
を

得
て
之
そ
行
ひ
、
加
賀
滞
で
も
小
松
崎
明
林
院
・
金
様

相
笠
円
院
に
於
い
て
私
か
に
之
を
主
催
し
た
を
初
と

し
、
明
和
元
年
正
且
六
日
前
旧
孝
昌
の
御
用
番
で
あ

っ
た
時
、
石
川
郡
佐
那
武
枇
・金
剛
印
刷
明
枇
・胞
内
同
部

石
動
山
天
平
寺
な
ど
が
主
催
の
許
可
を
得
て
か
ら
、

初
め
て
公
行
の
風
を
馴
致
し
た
。
か
く
て
そ
の
弊
漸

〈
甚
だ
し
か
っ
た
の
で
、
三
年
六
月
滞
が
日
突
を
禁

止
せ
ね
ば
、
滞
侯
の
邸
凶
を
待
っ
て
八
十
二
人
の
者

が
生
命
を
鎗
て
る
で
あ
ら
号
と
促
し
た
訴
献
を
街
路

に
辿
黙
し
た
も
の
が
あ
り
、
幕
府
も
亦
四
年
八
月
間

由民
・三
骨
附
・取
返
無
線
と
共
に
信
突
を
鍛
禁
す
る
と

の
命
を
殺
し
、
九
月
時
日
老
巨
木
多
政
行

・
前
回
孝

昌
は
之
を
領
内
に
偲
建
し
た
。
し
か
も
そ
の
除
弊
向

止
ま
ず
、
邸
入
総
等
の
名
を
以
て
似
し
た
も
の
が
少

〈
な
か
っ
た
。
務
政
の
末
期
に
及
ん
で
は
、
官
笑
再

び
大
に
行
は
れ
、
公
共
の
聡
用
を
術
充
す
る
方
法
と

ト
Z
ヅ
Z
ホ

富
世
相
保
白
山
宮
前
厳
都
中
距
録

夫
前
二
年
八
且
十
九
日
に
官
邸
保
附
岨
嶋
田
町
者
が
あ

り
、
時
務
副
寺
記
に
『
正
和
元
年
院
宣
、
加
州
窟
政

保
鑓
=
祈
謡
-
叩
蜘
v

之
O
』
と
あ
り
、
天
文
日
記
天
文
京

年
三
且
十
四
日
の
僚
に
、
加
州
岱
疏
の
七
郎
右
衛
門

が
あ
る
。
叉
天
文
日
記
附
録
加
州
本
家
詔
付
日
記
に

も
、
臨
調
寺
内
初
訟
粁
鎖
の
中
に

n
m保
西
方
五
町

七
段
と
あ
る
。
官
邸
保
は
石
川
郡
に
戸
水
村
の
あ
る

の
が
そ
の
治
で
、
路
般
の
文
芋
が
煩
雑
で
あ
る
錦
に

し
て
こ
れ
を
利
用
し
た
も
の
す
ら
あ
る
。
石
川
郡
的

濃
町
及
び
松
任
町
響
は
そ
れ
で
、
天
保
以
降
橋
梁
の

修
築
、
世
寺
の
再
興
、
お
民
の
数
桝
間
帯
の
岱

E
誌
を

削
討
す
る
際
、
滞
の
苑
貯
を
得
て
ロ
突
を
公
開
し
た
。

自
裂
は
文
官
銭
と
も
言
は
れ
た
。

ト
ミ
ヅ
コ
ウ
戸
水
弘

通
抑
制
窃
四
郎
、
手
は
元

設
、
伺
知
叉
は
北
測
と
附
配
し
た
。
米
右
衛
門
の
二

子
。
釆
右
衛
門
初
め
本
多
氏
に
仕
へ
た
が
、
都
に
凶

っ
て
盛
士
と
な
り
、
弘
の
生
後
幾
〈
も
な
〈
渡
し
た
。

弘
乃
ち
貧
窮
に
苛
せ
ら
れ
、
弱
冠
に
し
て
町
奉
行
松

賂
炉
、
犯
に
仕
へ
、
祭
出
の
山
由
隠
す
る
や
そ
の
子
築
防

に
隠
仕
し
た
が
、
こ
の
間
中
島
石
怖
に
間
引
を
受
け
、

途
に
大
成
す
る
に
主
っ
た
の
で
、
自
ら
維
を
下
し
て

諸
生
に
教
授
す
る
こ
と
多
年
に
及
び
、
天
保
二
年
三

月
滞
か
ら
そ
の
鰐
口
組
行
を
貸
し
て
白
銀
拾
枚
を
奥

へ
ら
れ
、
三
年
四
且
本
多
描
陪
守
政
和
に
召
さ
れ
て

儒
臣
と
な
り
、
主
年
六
且
十
一
日
七
十
四
蹴
を
以
て

波
し
た
。

ト
Z
ヅ
ゴ
歩
デ
ン
戸
水
極
国

関
治
問
年
三
且

石
川
郡
品
川
且
郷
用
水
下
の
臼
民
の
辿
器
紋
に
、
『戸

水
続
町
村

・
大
友
村
』
と
総
せ
た
る
艇

mは
御
供
町

で
、
今
は
大
友
御
供
問
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
恐
ら

〈
は
白
山
比
時
計
枇
の
御
供
聞
が
あ
っ
た
所
で
あ
ら

・ヲ。

五
九
九

ト
Z
ナ
ガ
ス
ケ
ノ
ブ

富
一
説
助
信
逝
椛
勘
併
問

左
衛
門
。
文
品
開
二
年
前
間
利
長
に
仕
へ
て
二
千
依
を

受
け
、
慶
長
四
年
文
二
千
伎
を
加
へ
、
問
年
依
歎
を

知
行
に
引
直
し
て
二
千
石
と
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
中

千
石
を
兄
獄
俣
能
E
H
守
の
鱗
子
平
六
に
分
か
ち
、
勘

附
闘
左
術
門
は
五
百
石
の
加
帽
を
得
て
千
抗
百
石
を

領
し
た
。
次
い
で
大
渡
附
に
膝
奉
行
を
勤
め
、
元
和

五
年
六
周
波
。
子
孫
滞
に
品
川
裂
す
る
。

ト
ミ
ナ
ガ
ス
ケ
モ
リ

富
示
助
盛
沼
紛
綴
之
助
・

勘
僻
市
左
術
向
。
父
は
勘
併
由
左
衛
門
助
信
。
助
脱

殴
長
十
一
年
八
且
前
凹
利
長
に
仕
へ
て
小
三
府
と
な

り
、
百
五
」1
石
を
領
し
、
元
和
五
年
十
且
父
の
也
知

千
五
百
石
を
担
い
で
前
臓
を
除
か
れ
、
御
服
組
関
・

金
期
町
奉
行
等
に
歴
任
し
、
庇
治
二
年
致
仕
し
て
休

候
と
裂
し
、
料
三
百
石
を
受
け
、
見
文
三
年
十
一
且

経
じ
た
・
も
の
で
あ
ら
う
。

ト
Z
ヅ
ヤ
リ
ュ
ウ
カ
イ

富
津
屋
立
介

金
保
の

側
人
。
年
風
に
偲
ん
で
芥
柳
金
六
代
を
叙
席
し
た
。

笹
神
坤
屋
は
も
と
島
屋
と抑
制
し
、
袋
町
に
住
し
て
米
仲

買
を
梁
と
し
、
道
携
を
設
助
と
い
う
た
。
天
保
十
四

年
入
且
六
日
四
十
践
を
以
て
授
。

ト
Z
ナ
ガ
イ
エ
モ
ン

富
一
説
伊
右
衛
門
初
め
勝

左
衛
門
。
惣
兵
衛
助
努
の
子
。
領
百
五
十
石
。
御
瓜

廻
組
に
回
し
た
が
、
E

究
明
元
年
九
月
十
六
日
従
弟
杭

間
判
太
夫
と
喧
嘩
し
て
死
L
、
家
断
絶
し
た
。

ト
Z
ナ
ガ
ウ
マ
ノ
ス
ケ

富一北
右
馬
助

前
回
利

長
に
仕
へ
て
二
百
五
十
石
を
受
け
た
。
子
孫
務
に
世

襲
す
る
。

ト
ミ
ナ
ガ
シ
ョ
ウ

富
来
庄

康
正
二
年
造
内
裂

段
銭
混
同
役
引
付
に
、
『
拾
口
文
、
町
永
班
、
江
州
山

門
領
段
銭
』
と
見
え
て
、
延
川
町
寺
領
で
あ
っ
た
。
こ

の
宮
永
斑
は
石
川
郡
富
永
御
厨
の
あ
っ
た
地
で
あ
ら

。
ぅ

• 


